
新
聞
掲
載
記
事
よ
り

《 長崎新聞 令和元年8月26日朝刊より 》
※新聞記事のレイアウトを変更しております。

【
質
問
】
介
護
医
療
院
に
つ
い
て
教
え
て
く

だ
さ
い
。

（
75
歳
、
女
性
）

介
護
医
療
院

【
回
答
】
介
護
医
療
院
は
、

長
期
的
な
医
療
と
介
護
を
必
要

と
す
る
高
齢
者
を
対
象
と
し
、

日
常
的
な
医
学
管
理
や
、
み
と

り
（
タ
ー
ミ
ナ
ル
ケ
ア
）
な
ど

の
医
療
機
能
と
、
生
活
施
設
の

機
能
と
を
兼
ね
備
え
た
施
設
で

す
。
2
0
1
8
年
度
介
護
報

酬
改
定
で
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

医
療
法
に
お
い
て
、
病
院
の

病
床
は
▽
一
般
病
床
▽
療
養
病

床
▽
精
神
病
床
▽
感
染
症
病
床

▽
結
核
病
床－

の
5
類
型
に

分
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
う
ち
療
養
病
床
で
は
、

疾
病
が
治
っ
た
後
、
体
力
回
復

の
た
め
の
リ
ハ
ビ
リ
や
た
ん
の

吸
引
、
点
滴
・
胃
ろ
う
な
ど
、

医
療
的
見
守
り
が
必
要
な
こ
と

を
行
い
ま
す
。
医
療
保
険
で
入

院
治
療
を
行
う
医
療
療
養
病
床

と
、
要
介
護
認
定
を
受
け
た
人

が
介
護
保
険
で
サ
ー
ビ
ス
を
受

け
る
介
護
療
養
病
床
の
2
種

類
が
あ
り
ま
す
。
介
護
療
養
病

床
は
17
年
度
末
に
廃
止
予
定
で

し
た
が
、
23
年
度
ま
で
は
移
行

期
間
と
し
て
存
続
し
て
い
ま
す
。

廃
止
は
、
医
療
保
険
と
介
護
保

険
の
役
割
分
担
を
明
確
に
す
る

こ
と
な
ど
が
目
的
で
す
。

し
か
し
、
今
後
も
慢
性
医
療
、

介
護
を
必
要
と
す
る
人
は
増
加

す
る
見
込
み
の
た
め
、
介
護
療

養
病
床
か
ら
の
移
行
先
と
し
て
、

介
護
医
療
院
が
創
設
さ
れ
た
の

で
す
。
介
護
保
険
適
用
施
設
で

す
が
、
医
療
を
提
供
す
る
施
設

と
し
て
も
法
的
に
位
置
付
け
ら

れ
、
入
所
者
に
介
護
サ
ー
ビ
ス

と
長
期
療
養
医
療
の
両
方
を
提

供
で
き
ま
す
。「
医
療
」「
介

護
」「
住
ま
い
」
の
3
機
能
を

併
合
し
た
形
な
の
で
す
。

ほ
か
に
医
療
を
行
え
る
介
護

施
設
と
し
て
、
要
介
護
者
の
た

め
の
生
活
施
設
で
あ
る
「
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
（
特
養
）」、

要
介
護
者
に
リ
ハ
ビ
リ
等
を
提

供
し
在
宅
復
帰
を
目
指
す
施
設

「
介
護
老
人
保
健
施
設
（
老

健
）」
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し

現
状
は
、
日
常
的
に
医
療
提
供

が
必
要
な
要
介
護
者
や
、
み
と

り
を
必
要
と
す
る
人
の
受
け
入

れ
先
が
不
足
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
対
し
、
地
域
に
根
付

い
た
恒
常
的
な
医
療
を
提
供
し
、

介
護
の
細
か
い
ニ
ー
ズ
に
も
応

え
よ
う
と
い
う
の
が
介
護
医
療

院
で
す
。
今
後
は
、
医
療
的
ケ

ア
が
最
優
先
の
患
者
は
医
療
保

険
で
医
療
療
養
病
床
へ
入
院
し
、

介
護
に
加
え
て
軽
度
な
医
療
が

必
要
な
人
は
介
護
医
療
院
に
入

居
す
る
、
と
い
う
す
み
分
け
が

進
む
で
し
ょ
う
。

そ
う
す
れ
ば
、
病
院
で
不
要

な
病
床
の
再
編
が
進
み
、
医
師

や
看
護
師
、
ヘ
ル
パ
ー
な
ど
の

負
担
軽
減
、
労
働
量
の
緩
和
が

可
能
と
な
る
と
と
も
に
、
医
療

費
の
総
額
も
削
減
で
き
る
と
考

え
ら
れ
ま
す
。
何
よ
り
も
、
医

療
も
介
護
も
必
要
な
人
や
ご
家

族
に
と
っ
て
は
、
安
心
し
て
地

域
で
暮
ら
し
な
が
ら
、
医
療
、

介
護
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

（
県
医
師
会
）

長長
期期
療療
養養
でで
きき
るる「「
住住
まま
いい
」」
受
け
入
れ
先
不
足
で

創
設

……………………………………………………………………………………………………………………………………………

質問をどうぞ この欄では県医師会が医療制度全般の質問
にお答えします。質問希望の方は知りたい

内容を分かりやすくまとめ、〒852－8601、長崎市茂里町3 の 1、長崎
新聞社生活文化部「医療制度Ｑ＆Ａ」係までお送りください。不明な点
をお聞きする場合がありますので住所、氏名、年齢、性別、電話番号を
明記してください。なお、直接本人への回答はいたしません。
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